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海陸稠密地震観測網データから求めた 2005年福岡県西方沖地震の精密余震分布

Precise aftershock distribution of the 2005 West off Fukuoka Prefecture Earthquake using
seismic network in marine and land area
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2005年 3月 20日に九州北部の玄界灘において「2005年福岡県西方沖地震」(Mj=7.0)が発生した。余震活動を詳しく
調べるために、我々は 11台の海底地震計、16の現地収録型の観測点、8のテレメータ観測点を震央域周辺に展開した。
これらのデータと定常地震観測網のデータを併合処理することにより、本震及び余震の精密震源決定を行った。震源決
定は、使用した各観測点の観測点補正値を求め、それを適用することにより行った。
観測点補正値の値は、OBSの観測点も含めて小さかった。このことは、九州北部の地震波速度構造は比較的均質であ

ることを示している。
本震は、震源域中央部やや北西寄りの深さ 9.7kmで発生した。本震のメカニズム解は左横ずれ断層型である。余震は

北西－南東方向の線状に分布し、その長さは約 25kmである。深さは 2～16kmの範囲に分布する。ほとんどの余震は垂
直な面上に分布しているが、本震より深い場所で発生している余震は垂直でない面上に分布していることが分かった。ま
た、場所によって方位角が異なる面上で余震が発生している事が分かった。これらのことは、地殻構造や応力場が場所
によって変化していることを示唆している。


